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１ 戦略の概要
市民や有識者の方々との対話を重ねながら、令和６年３月から半年間行った市政の内容、市役所職

員の役割や姿勢・意識の点検の結果、さらには、2050年を展望する長期ビジョン（次期総合計画）
策定に向けた議論等を踏まえ、行財政改革計画（終期：令和７年度末）を前倒しで改定し、令和９年
度までに取り組む政策や、政策を推進するためのしごとの仕方改革、財政・組織体制の今後の方針を
示すものとして策定したものです。

本戦略は、市長公約を盛り込み、京都市のＳＤＧｓ未来都市計画、市町村まち・ひと・しごと創生
総合戦略として位置付けます。

２ 計画期間
令和６(2024)年度から令和９(2027)年度までの４年間

行財政改革計画

京都市ＳＤＧｓ
未来都市計画

まち・ひと・しご
と創生総合戦略

～令和７（2025）年３月 令和７（2025）年４月～12月 令和８（2026）年１月～

長期ビジョン
（計画期間 ～令和32(2050)年)

京都市基本構想（計画期間 ～令和７(2025)年末）

京都市基本計画（計画期間 ～令和７(2025)年末）

新京都戦略（計画期間 ～令和９(2027)年度）

Ⅰ 新京都戦略について
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○ まち中に夢中になれるものが満ちあふれ、誰もが幸せを感じ、互いに
つながり、支え合い、生きがいを持って活躍できる「ウェルビーイングなまち」

○ 世界中から、京都の価値に共感する多彩な人々がつどい、市民、地域、企業
などの多様な主体と交ざり合い、そのつながりから新たな価値を創造する
「ぬか床のようなまち」

○ 日本中、世界中の人々から、住みたい、働きたい、活躍したいと思われ、
選ばれる「世界があこがれる唯一無二のまち」

すべての人に｢居場所｣と｢出番｣がある

Ⅱ 目指すまちの姿

「突き抜ける世界都市京都」
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きわめる

究・極

つなぐ

継・絆

ひらく

開・拓

○ 京都の本質的な価値を守り、
育み続け、さらに新たな息吹を
取り込み、学び、創造と革新を
繰 り 返 す こ とで 、 強 み を磨 き
上げ、イノベーションを創発。

○ 京都ならではの価値を創出し、
きわめ、世界に唯一を目指す。

○ 自然、文化、コミュニティなど、
京都の人とまちが紡いできた
本質的な価値を未来へつなぐ。

○ 人と人・地域の絆を大切にし、
一人一人が尊重され、むすび、
つながり、支え合う社会を構築。

○ 内と外の垣根を低くし、世界に
開き、多様な人々がつどい・交ざり
合うことで新たな価値を創造。

○ 京都の未来を切り拓くため、
まずは、市役所が変わる。
しごとの仕方を変え、クリエイティ
ブな仕事ができる職場へ変革。

Ⅳ 戦略で重視する３つの視点
京都の価値・強みを踏まえ、 ３つの視点で戦略を推進



Ⅴ リーディング・プロジェクト

② 公共空間をまちに開くパブリック「テラス」プロジェクト

○ 公園や学校、ホール、市役所前広場をはじめとする公共空間や、人々を癒し、コミュニティの中核をなす
銭湯などの民間施設について、市民、地域、NPO、企業、大学などの多様な主体が活用しやすくなるよう
見直し、開かれたテラスのように気軽につどい・つながり・交ざり合う機会を創出。

市民、地域、民間事業者等との双方向のコミュニケーションの下、行政のしごとを市民等にひらき、
多様な主体が自分事として、満足度を持って公共にかかわることができるまちへ。

○ 図書館における交流機能を高めるなど多機能化し、カフェなど居心地のよい第三の居場所（サードプレイ
ス）づくりに取り組むとともに、さらには、新たなつながりや活躍の機会を創出し、価値や気づきに出会え
る場所（フォースプレイス）に。

（※２）

※１ テラスの本来の意味から派生し、「人と人、人と自然とを触れあわせ、内と外をつなぐ共有空間」という本市独自の意味で使用
※２ 自宅、職場に続く、自分のお気に入りの場所というサードプレイス（第三の場所）に、さらに「つながり」を付加した場所

（※１）

１ ひらく
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⑦ まち中に「学芸」があふれるプロジェクト

○ 学問、学びだけでなく、芸術・技芸があふれる唯一のまちを目指し、歴史、文化、大学の知が集積する
京都のまちの強みを活かし、京都ならではの市立・府立高校の連携、高大連携等により、探究型学習、
STEAM教育、演劇教育を実践、さらには起業家精神を醸成。次代を担う子どもたちの「生きる力」と
「創造的な発想力」を養い、グローバルに活躍できる人材を育成。突き抜けた人材が学校教育で幅広く活躍
できる場を提供。

○ 生活の中に伝統と文化が息づくまちの強みを活かし、感性豊かな子どもの頃から、能・狂言など伝統芸能
をはじめとする文化芸術、豊かな自然、ものづくりに直接触れる機会、世界に誇る食文化など京都ならでは
の多様な体験を得ることができる環境を整備。京都の文化芸術等を支え、継承・創造していく次世代の
「担い手・支え手」の資質を育成（再掲）。

○ 大学・学生が京都のまち全体をキャンパスに学びを深め、その力を地域活性化や社会課題解決に。学生の
出会いと交流を通じた京都への愛着の醸成、市内就職・定住の促進、京都との関係の構築により、将来的な
京都への定着を促進。

Ⅴ リーディング・プロジェクト

（※2）

※1 学問と芸術・技芸（学問、学びだけでなく、芸術・技芸があふれるまちということを示す）
※2 科学、技術、工学、数学に重点を置くSTEM教育に、芸術等を加えた総合的な教育

２ きわめる
（※1）



Ⅴ リーディング・プロジェクト

⑧ 市役所・区役所の「つなぐ」機能強化プロジェクト

○ 地域において、組織間の垣根を越えて、地域・企業・大学・福祉関係団体・NPO等多様な主体のつながり、
結びつき、交ざり合いを促進するため、人と人とをつなぐ「結節点」として、区役所・支所の更なる機能を
強化。

さらに、「結節点」の核となる人材を育成し、地域の内外の人材の交ざり合いにより、「居場所」と
「出番」を創出し、持続可能で多様なコミュニティの形成を支援。

○ 多くの学生が学び、観光客が訪れるなど京都のまちの特性に留意しながら、地域の様々なニーズを区役所
が把握し、それを基に区役所と本庁が共に政策を磨き上げ、市民が政策の効果を実感することができる取組を
実践。

⑨ 地域の「絆」で支え合う子育て応援プロジェクト

○ もっと子育てがしやすくなり、若者・子育て世代から選ばれるまちとなるよう、第２子以降の保育料無償
化の実施、府市協調による子ども医療費支給制度の充実など子育て世帯の経済的負担の更なる軽減。

住宅取得・改修の支援など、若者・子育て世帯の定住・移住を促進。
○ 公園の魅力向上やスポーツ施設など地域の施設の活用、地域団体の連携等により、子ども・若者の

「居場所」と地域活動への参加等による「出番」を創出。地域の絆や社会全体で子どもを見守り育てる
包摂性を大切にし、つながり、支え合う子育て環境を充実。

３ つなぐ
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３つのポイントを推進
削減に軸足を置いた「行財政改革」から政策本位の「しごとの仕方改革」へ

01 02

執務室を飛び出し
市民と共に

対話を重ねて政策立案

03

思考停止に陥らず
自ら課題を見つけ

自由闊達な議論を楽しむ

「言われたからやる」「金がないから
やめる」で終わらせず、自律的に目的や
必要性を考え、失敗を恐れず、新たな
ことに挑戦

組織の守備範囲を超えて市民や関係者
など様々な方々と対話しながら、市民
にとっての「あるべき姿」が何かを
考え、実現に向かって共に前進

新たなことに挑戦する余白を生み出すため、
ＤＸ等により、しごとの棚卸しや合理化を
進め、幹部職員が積極的に後押し

「多様な主体との協働」「公共資産・公共空間のフル活用」
「市役所のアップデート」「創造的に市政を改革する職員・組織づくり」の４つの取組を実施

職員が安心してチャレンジできる
環境と時間を生み出すため、
市役所の仕組みを変える

New!!

Ⅶ しごとの仕方改革編
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